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令和２年度 第１回公立保育園民営化計画策定委員会 会議抄録 

 

開  催  日  時 令和２年８月２０日（木） 午後１時３０分開会・午後３時１０分閉会 

開  催  場  所 五泉市役所 応接室 

出席者及び傍聴者 

【出席者】（７名） 

斎藤委員・中野委員・渡辺委員・本間委員・斉藤委員・高橋委員・阿部委員 

【欠席者】 

黒井委員 

【傍聴者】（７名） 

 

会  議  事  項 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長あいさつ 

４ 正副委員長の選出について 

５ 議事 

（１）第１次五泉市公立保育園民営化の振返り 

（２）五泉市公立保育園の現状 

（３）第２次五泉市公立保育園民営化計画策定及びスケジュール 

６ その他 

７ 閉会 

会 議 の 経 過 

（議事の要旨） 
別紙のとおり 

会 議 資 料 

・第１回五泉市公立保育園民営化計画策定委員会次第 

・五泉市公立保育園民営化計画策定委員会名簿 

・五泉市公立保育園民営化計画策定委員会設置要綱 

・五泉市公立保育園民営化計画策定委員会の会議の公開に関する要綱 

・資料№１-１ 第１次五泉市公立保育園民営化計画策定事業実施計画 

・資料№１-２ 五泉市公立保育園民営化基本計画 

・資料№１-３ 保育園民営化ガイドブック（民営化 Q＆A） 

・資料№１-４ 五泉市３保育園（すみれ・ひまわり・村松第３）民営化実績 

・資料№１-５ 五泉市内保育施設一覧表（平成２３年４月１日現在） 

・資料№１-６ 民営化に関する保護者アンケート【結果】 

・資料№２   五泉市内保育施設一覧表（令和２年４月１日現在） 

・資料№３  第２次五泉市公立保育園民営化計画策定について 
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別紙（会議の経過） 

発言者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 １ 開会 

 ２ 委嘱状交付 

 ３ 市長あいさつ 

 
４ 正副委員長の選出について 

委員長は斎藤委員、副委員長は中野委員が選出 

 ５．議事 

（１）第１次五泉市公立保育園民営化の振返り 

（２）五泉市公立保育園の現状 

（３）第２次五泉市公立保育園民営化計画策定及びスケジュール 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

委員 

 

 

 

 

事務局 

委員長 

資料№1-1から資料3まで、事務局一括説明 

 

 保育園の民営化ですけれども、公立幼稚園を含めて事務局サイドとしては民営化とい

うのか、どのような事を考えているのか、もし今の段階で方向性が見えているのであれ

ばお話しをお願いしたい。 

 今ほどの公立の第一幼稚園になろうかというふうに思っております。正直なところを

申しまして、今現在確たる方針、市全体としての方針というのは持ち合わせていない。

今後検討していく課題だろうと思っている。 

 前回の時には幼稚園は第一と村松がありました。現段階では、村松が簡単に言うとこ

ども園になったという風に考えてよろしいか。最終的に第一幼稚園のみが、公立で残っ

ているということよいか。 

 公立の村松幼稚園と村松第１保育園を統合して認定こども園化をしたということで

す。 

 所管はこども課の会議だが、第一幼稚園もこども課所管となっているのか。それとも

教育委員会所管なのか。 

 今年４月から、幼稚園関係につきましては、こども課所管です。 

 基礎資料として、１０年くらいの財政状況。五泉市全体の税収入や、公益にかかる予

算がどのくらいの割合になっているのか。次回以降是非、資料としてご提示いただきた

い。過去１０年分くらいの子どもの数の推移や予測。市内に在住しながらも市外へ通園

している子どもも含めた子どもの数の総数。保育園と幼稚園を含めてデータを示してほ

しい。 

 可能な限り提出できるようにしたい。 

 保育需要の変容。３歳未満の子どもの需要はどういうふうに変わってきているのか。
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委員 

 

 

委員長 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

委員長 

事務局 

委員長 

事務局 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

実態のある子どもの数の推移から、五泉が今後どうしていこうと思うのかというのを数

値化していく必要があるかもしれない。現状はどうですか。 

 小学校も何年か前に無くなり、寂しいね、という話を聞く。実際、出生率等を考える

とこれ以上増えるということはないのかな、という感じもある。園児数は０、１歳が２

名。２歳児が２名。３歳児が３名。４歳児が４名。年長が２名の１３名です。 

 〇〇委員の園は８２名。０、１歳児は断るケースもあるのではないですか。 

 以前は抽選で漏れたという方もいました。０、１歳児から入っていると、エスカレー

ター式に入れるため、早めに入るという親御さんが増えています。各園が定員割れして

いているが、五泉市の財政負担、現場の保育士や子どものことを考えると、どちらがよ

いかわからないので、先生方から教えていただきたいというのが率直な意見です。前回

のアンケートを読んだが、私立の保護者は少し不満であるという意見があった。それは

何であったのか。民営化になった場合、保護者が困らないようにするためにはどのよう

にするのか。安易に財政のことを考えたら良いばかり言っていられないなというふうに

思う。 

 無償化が進んだので３歳以上児に関しては、基本保育料は無償です。五泉市は、給食

費、おやつ代について実費は取っているのか。新潟市は4,500円ですけれども。 

 新潟市さんと同額です。 

 五泉市は、主食も完全にしています。主食代はいくらですか。 

 主食代は1,000円、副食4,500円、合わせて5,500円です。 

 私立はどうですか。 

 公立の内容を私立へお示ししています。私立は、特色があるので、同じところもあり

ますが、違う金額のところもある。 

 保育料は基本的には無償化なので、かかるというのは、園服だとか、特別教育に関す

る、上乗せが入っているのだろうというのは思いますね。保護者の皆様のご意見はどう

ですか。 

 私も最初公立保育園に入れたかったのですが、０歳児で抽選に外れました。五泉市の

公立保育園の枠では、厳しいというご説明をいただき、〇〇〇に入れていただいた。 

アンケートにもあったように、公立の安心さというのが五泉市はある。市が主導になっ

ていて色々な指導をしているので、公立保育園の安心というのが保護者の方にあると思

います。逆に、私立は何がよかったかというと、時間の融通が利く。シフト制が取り入

れられて先生方も柔軟性が高いという点、それがメリットでした。また、それぞれの園

で理念があるので、その理念に共感した園を選べる、選択性の自由があるので民営化も

いいのではと、その時に思いました。デメリットの点は、物品の購入について公立保育
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委員長 

事務局 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

事務局 

委員長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

園から見たら割高でした。市の財政が厳しいというのは市民として重々承知しているの

で、うまく民営化して、その分が公立へ充足できるのであれば、そこを丁寧に説明して

いただきたい。 

 五泉は、点数制ですか。 

点数制です。 

 どこに入園できるか、基本的には利用調整は市がするので。希望通りにはならない。

ただ、五泉市だと３歳以上に関しては、希望通りにいくのだろうと思われる。ただし、

０、１、２歳児の需要動向がどうなっているのか。 

〇〇委員、保育についての思いをお話しをいただければと思いますが。 

 市の支援センターで仕事をしている。１０月頃から保育園選びをどの基準でするかと

いう話題になり、公立は間違いないよね、という声や自分が卒園した園へ通わせたいと

の意見などがある。また、園に見学に行き、雰囲気をすごく大事にしている保護者さん

達も多い。今は、お母さん達はネットなどで色々な情報を持っている。そのため、民営

化は前回以上に慎重に議論していく必要がある。 

 また、去年の１０月から保育料無償になったが、兄弟組を０から３歳児を一緒に入園

させようという方もいれば、保育料無償化のために３歳まで待とうという方もいるとい

う実態がある。 

 五泉市の第２子はどれくらいの減額になりますか。 

 第２子は、半額。第３子からは無償です。 

 お母さん達は SNS の発達により、色々な情報を得て交流をしている。また、先行事例

として３園あるので、前回以上に丁寧な移管としていかなくてはならない。統廃合を視

野に入れる時は、住民感情に十分な配慮をしていく必要があるし、慎重に検討していか

なくてはならない。公立は施設設備や人件費など、市が全部負担するが、民間委託すれ

ば、補助金があるため、市の負担が減るのは明らかであるため、バランスをどうしてい

くのか。年齢別の推移、今後の需要見込みなどのデータを示してほしい。 

先ほどの、保護者の感情として、公立を選びがちだとお話しされたと思うが、その点

を詳しく伺いたい。また、〇〇委員が考えられている子どもにとって良いこととは、具

体的に言うとどんなイメージなのか教えていただきたい。 

 公立には安心感がある。長年の実績と今まで先生方が積み重ねてこられた手厚い保育

の賜物だと思っています。今まで私立がなかったので、公立の情報しか手に入らなかっ

たという現状もあります。衛生基準や栄養基準が全ての保育園で一律であること。市と

しての平等感があるので、そこが安心感に繋がっているのかなという点はあります。 

 安全な環境の中で子どもたちをずっと保育していき、小学校に行く前まで見守ってい
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委員 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

きたい。民営化になることによって、保育環境などが変わるのは良い場合もあれば、そ

うでない場合もある。働く保育士の環境も変化していく。子どもに負担のかからないよ

うに。民営化するのであれば、スムーズにいくような方法がいいのではないか、という

ことで「子どもにとって」という言葉を使わせていただきました。 

 移行手続きの段階のことですね。 

 五泉市さんを私はずっとサポートをさせていただいていて、市はすごくいい保育をし

ていると思います。実績もあるので、保護者の方も満足しているかなと思います。子ど

もが減ってきている中でどうしていくか。今回は、これまでの実績があるので、良い面

も悪い面も知り始めているから、慎重に進めていく必要がある。もう少しなにかご意見

があれば。 

次回、お願いしたいのは、定員が各園でどれだけなのか。そこの充足率が何人なのか。

詳しい資料をお願いしたい。 

資料により、進めやすくなると思いますのでよろしくお願いいたします。 

 大変なご議論ご意見を聞かせていただき気付きがありました。例えば、五泉市の方針

はどうなのか、第一幼稚園はどうするんだとかですね。それから、統廃合するのも丁寧

に進めていかないといけないですよ、というようなご意見もありました。今後、民営化

を進めていく中で、そのような話が出てくるのかなというのが、正直思ったところであ

ります。その辺を、今の意見を、整理をして、検討していき、その案なども検証しなが

ら進めると、もう少し時間が必要になるため、当初のスケジュールを変更し、少し時間

をいただけないかと思っているがいかがでしょうか。 

 今回は、基本的にこれまでの経過の内容です。今後は、色々な問題を含めて幼稚園や

統廃合の問題、あるいは臨時さんの問題、様々な問題を整理し、そして、子どもの数の

推移、数値の明確化、あるいは五泉市の財政状況、色々なことを含めてもう一度、今後

の計画のために、資料の作成をし、方向性を含めて検討を進める。少し時間を取って資

料を作って提案を作っていただきたい。今回はこれまでの振り返りと自由なディスカッ

ションという形でさせていただきました。今後、数値をより明確にして議論していきた

いと思います。 以上で今日の議事を終了します。事務局にお返します。 

 ６．その他 

再度日程調整を行い、準備整い次第案内することを事務局より説明。 

 ７．閉会 

 


